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心臓カテーテル検査中の同一体位による苦痛の軽減を考える
　　　　　　　　　　一体圧測定の結果と枕の考案
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1はじめに
　心臓カテーテル検査法（以下心カテとする）では、
診断のみにとどまらず、PTCA（経皮的冠動脈形成
術）等、長時間に及ぶ治療も多く行われている。
　当放射線科診断部で、平成12年度の看護研究で行
った「血管造影検査を受ける患者の援助を考える」の
中で質問した結果「同一体位による苦痛」を訴えた患
者が最も多かった。（表1、2）そこで私達は、同一体位
による苦痛の起因を局所の圧迫によるものと考え体
圧測定を行った。さらに、今年4月よりウレタンフォ
ーム製のマットが2種類（高さ6cmと2cm）血管造影室
に導入されたこともあり、今回は実際にそのマット
に臥床し検査中の体位を体験した。その結果、枕の不
快を訴えるものが複数いた。そこで体圧を分散させ
ると共に、枕を改良することで同一体位による苦痛
を軽減できるのではないかと考え、廃材の塩化ビニ
ールを使用した枕を試作した。
皿用語の定義
音圧：臥床している場合、身体とベッドの接触面で垂
　　　直に押し合う力。
皿研究方法
1．体圧測定について
　（1）期間：平成14年5／27～10／23
　（2）対象：当科スタッフ。BMIにより分類した
　　　　　　やせ、標準、肥満に属する年齢33歳～
　　　　　　42歳の被験者。女性2名、男性1名。
　（3）場所：心臓カテーテル室
　（4）方法：【測定条件】厚さ6cm（以下厚マット）
　　　　　　　と2cm（以下薄マット）のウレタンフ
　　　　　　オーム製のマットに臥床。各、枕を使
　　　　　　臆した時としなかった時とで測定し
　　　　　　た。枕は、検査時頻繁に使用している
　　　　　　スポンジの角枕を使用した。
　　　　　　【測定部位】右肩甲骨部・背部（Th
　　　　　　　5～6）・腰部（L3～4）・仙骨部
　　　　　　（S　1）
　　　　　　【測定器具】体圧計（ケープ社「プレッ
　　　　　　シャースキャンニングエイドセロ」）
　　　　　　【環境】室温は24℃に設定
w結果
（表3～6）
　厚マットにおいて最も高かった圧は、被験者Aで
は仙骨部の39．7、被験者Bでは腰部の52．6、被験者C
では仙骨部の25．6であった。
　薄マットにおいて最も高かった圧は、3名とも仙骨
部で被験者Aでは53．8、被験者Bでは92．3、被験者C
では19．2であった。
　感想は、被験者Aは薄マットの方が沈む感じがし
たものの厚マット、薄マット共に苦痛は感じなかっ
た。被験者B、Cは厚マットの方が全体的に楽で、腰
への負担も少なかった。最も苦痛だったことは、枕が
柔らかすぎて不安定なことであった。枕を使用する
ことで、ボーつとして気持ち悪くなり、頭重感が出現
した等不快な訴えが多かった。このことから枕に焦
点を当て、改良を試みた。（資料1）
v考察
　脊椎は生理学的に腰椎の前方轡曲、仙椎の後方轡
曲を呈していて仙骨部が最も骨の突出が著明である
ことから、仙骨部圧が最も高いと予想したが、結果か
らはそれを立証することはできなかった。
　体圧は体格による差があると考え、BMIの分類
に基づいて被験者を選択したが、明らかな差を求め
ることは出来なかった。しかし、被験者Bにおいて厚
マットでは腰部圧が、薄マットでは仙骨部圧が他の2
名と比較して極めて高かったことは、圧が一点に集
中していることを意味するものと思われる。褥瘡ケ
アの先行研究として行われている体圧分散によると、
骨が突出している部分だけで全体重を支えることが
ないように寝床との接触面積を増やすことで、体重
の分散を図ることが重要であると言われている。こ
のことから、体認が一点に集中しないように検査台
との隙間を埋めてあげる工夫が大切である。特にる
い痩の激しい患者においては、入室時よりタオルや
スポンジ等の補助具を挿入して、検査台との接触面
積を増やすことで体重の分散を図ることが重要なケ
アであると考える。また、マットの感想より安楽性に
おいては、厚マットの方が有効であると思う。
　この研究を進めていくうちに、体圧分散の重要性
を再認識できたが、枕の苦痛を訴える感想があった
ことから枕を改良することで体圧を分散させること
が出来ないか検証した。
　身体に最も負担が少ない姿勢は、リラックスして
立っている時と同じ状態であり、このときの顔の角
度は約5度である。（図1）寝ている時にもこの状態を
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保てることが理想であり、枕の役割は寝ている時に
敷布団と頭部、頸部の問に出来る隙間を埋めること
である。理想の形である5度を保つには、女性では2～
3cm、男性では3～4cm、腰の曲がった人では3～4cm、
身長180cm以上の人では5～6cmと言われている。又、
せっかく高さを合わせても、中身の素材がひとつの
袋に入った枕では、寝ている間に片寄ってしまい理
想的な形は保てない。1）以上のことをふまえて枕の作
成に取り組んだ。
　枕に関しては、小竹ら2）が2種類のポジショニン
グ・ピローを使用した場合の仙骨部の体圧を測定し、
減圧及び除圧に有効であることを検証している。今
回試作した枕を使用することで、体圧は数値的に一
点に集中することなく平均化されていた。一言で枕
と言っても使用目的や部位によって体圧分散の結果
はまちまちであり、廻国分散が期待できると言い切
ることは難しいと思われるが、同一体位による苦痛
の軽減と安楽な体位において試作枕が有効であると
考える。
V【まとめ
L検査中の同一体位による苦痛の原因を知る為に
　　二一測定を行った。
2．結果、体圧と苦痛の関連性を明らかにすること
　　は出来なかったが、体圧は分散されていること
　　が望ましい。
3．安楽においては厚マットが有効である。’
4．自分に適した枕を使用することにより苦痛は軽
　　減される。
験者を選択する段階において性別による体格の違い
も考慮すべきであった。
　今回枕の試作にあたり、安価で通気性が良いうえ
洗濯可能であり、型崩れしにくい素材を、と考え廃材
の塩化ビニールを選んだ。結果として、同一体位によ
る苦痛の軽減に有効と思われるが、現段階ではまだ
試作中である。今後実際に使用してみて、検討を重ね
看護に役立てていきたい。
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珊おわりに
　二叉測定では性別による有意差はなかったが、被
表1検査時の苦痛はありましたか
はい　39人（41％） いいえ　52人（55％） 未記入
3人（3％）
表2　苦痛の原因は何ですか
　　　同一体位によるもの
　　　局麻穿刺による疹痛
　　　　治療による副作用
カテーテル挿入時の違和感
　　　　　造影剤注入時
　　　　　　　　その他
　　　　　　　5
A
o 2 4 6 8 10 12
一　30　一
表3　被験者背景（体型・性別・年齢）
身長（cm） 体重（kg） BMI値
A・男・42歳 172 103 34．8
B・女・33歳 158 53 21．2
C・女・42歳
i腰痛あり） 153 43 18．4
表4　体圧測定の結果1【厚マット】
右肩甲骨 背部（Th5～6）腰部（L3～4） 仙骨部（S1）・
A・枕あり 12．8 11．5 282 37．2
・枕なし 14．1 15．4 26．9 39．7
・試作枕 15．4 15．4 30．2 25．6
B・枕あり 154 154 52．6 11．5
・枕なし 15．4 17．9 51．3 11．5
・試作枕 24．4 12．8 14．1 19．1
C・枕あり 12．8 9ρ 10．3 25．6
・枕なし 15．4 9．0 7．7 16．7
・試作枕 11．5 17．9 14．1 23．1
表5　体圧測定の結果2【薄マット】
右肩甲骨 背部（Th5～6）腰部（L3～4） 仙骨部（S1）
A・枕あり 10β 16．7 33．3 53．8
・枕なし 16．7 19．2 33β 52．6
B・枕あり 32．0 16．7 2．6 92．3
・枕なし 33．3 17．9 2．6 92β
C・枕あり 14．1 9ρ 2．6 19．2
・枕なし 16．7 14．1 3．8 19．2
表6　肥満の判定基準（日本肥満学会）
判定 低体重 普通体重 肥満
BMI 18，5未満 18，5～25 25～
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（資料1）
枕の素材：
　中身は廃材の塩化ビニール（IABPの残ったチューブ，使用後の02マスクやカヌラのチューブ等）を使用し
　た。直径の小さい物は2～3mm程度の輪状に、大きい物は縦に2～3等分した後、カットした。表地とカバーはポ
　リエスチル製の洗濯ネットを使用した。
出来上がりと大きさ：
　カットした塩化ビニールを洗濯ネットに入れ、長方形のブロックを3個作成した。高さについては、中央部分の
　ブロックを両端より1cm低くした。出来上がったブロック3個をカバーに入れて1つの枕とし、高さの異なる3つ
　の枕を作成した。
　　22cm
　　22cm
　　22cm
4cm
3cm
4cm
Q順噂匂．噸鼻弓5度
XeeX
理想的な枕　ロフテー快眠スタジオ．
枕の本より引用
●高さを1cmずつ高くした枕と、低くした枕を作成。
写真1　作成枕
i薩
ll・．　d
写真2　心臓カテーテル室・厚マット
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